
２０１９年 ６月２８日（金）  

  

４年生「 武蔵野第一浄水場見学 」  

昨日、２７日（木）午後から武蔵野第一浄水場【学校の４階から東側に見える、円形配水

池（クリーム色と エンジ色の縦縞模様で高さ 20ｍの建物を目ざして】の見学に行きまし

た。  

水道局の方からの 

「浄水場は、安全な水を ２４時間 ３６５日 つくって送り出す場所です」 

という説明から始まりました。 

武蔵野市の水は、80％が深井戸（地下約 250ｍ）からくみ上げられている地下水、20％

が東京都から買っている川の水です。」ということを知り、市内に 27 本ある井戸のうち、

第一浄水場では 15 本の井戸から集められた地下水を、ほんの少しの薬品（１㎥＝1000Lに

３～４滴）で消毒して飲み水にしていることも知りました。武蔵野中央通りを境に、東側が

第一浄水場からの水、西側が桜堤にある第二浄水場から水が送られていることも教えてい

ただきました。（中央通りの西側にある本校の水は、桜堤にある第二浄水場から送られてい

ることになります。）また、東京都の中では、羽村市と昭島市は 100％地下水であることの

説明もありました。  

その後、グループに分かれて、監視操作室、矩形配水池、非常用発電機装置、配水ポンプ、

除鉄・除マンガン装置などの施設を見学し、冷たくておいしい水を味わわせていただきまし

た。 

配水池には 7,300 トンの水（25ｍプールの約 20 杯分）が入っているようです。さらに

配水池の上には、約 60cm の土と芝生が敷き詰められていて、水があたたまりにくくして

いることも教えていただきました。 

おみやげにはペットボトルの『武蔵野の地下水深井戸 250ｍからおいしい水』をいただき

ました。わたしたちの生活に欠かせない「水」。  

おいしい水がいつも安全に飲めるように日々努力をしてくださっている浄水場の皆様、 

お忙しい中、丁寧な説明、案内を本当にありがとうございました。 

 

   



   

    

   

 

   


